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自ら考えて行動し学び続ける人を育てる体育の実践 
 
















	 平成 12 年 3 月、21 世紀にむけた国民の健康と活力ある社会とするために実行する指針（健
康日本 21）が厚生労働省から行政機関に通知された。この指針は、健康を増進し、発病の予防
に重点を置いた対策により、壮年期死亡の減少、痴呆（当時）や寝たきりにならない状態で生
活できる期間の延伸等の重要性を示した。そして平成 14 年 8 月、健康増進法が制定された。現
在、平成 25 年度～平成 34 年度までの「二十一世紀における第二次国民健康づくり運動（健康
日本 21（第二次））」が推進されている（厚生労働省ホームページ 1）。 
厚生労働科学研究「健康寿命のページ」の平成 27 年度報告書 2 によると、平均寿命と健康寿
命（日常生活に制限のない期間）との差は、日常生活に制限のある「不健康な期間」を意味す










	 平成 26 年患者調査による生活習慣病の概況は、推定総数で高血圧症 1,010 万人（104 万人
増、対 3 年前）、脳血管疾患 117 万 9 千人（6 万人減、同）、心疾患 172 万 9 千人（10 万人増、
同）、糖尿病 316 万 6 千人（46 万人増、同）であった。平成 26 年国民健康・栄養調査による
BMI 25 以上の肥満者は、男性 28.7％、女性 21.3％で 10 年間横ばいであった。また、厚労省の
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 注１ 身体（からだ、しんたい） 
	 	 玄侑宗久氏の“身心という不二”、“なにかをうみだすために「対」をなして「仕合わせ」、「一」を絶 
	 	 対化せずに「両行」させる在り方・・・”の考えをもとに、本稿では「からだ」を「身体」と表記し 
	 	 た。物質的な「体」に、心すなわち「身」が入って人間になり、この世に生きている。（玄侑宗久「日 
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 どの授業時間に加え、その事前・事後の展開などの主体的な学びに要する時間を内在した単位制にな 
	 	 っていることが、学習との違いになる（答申、p.2）7。 
 
アドラー心理学と教育 
アドラー心理学（個人心理学 Individual Psychology）は、フロイト派から決別した A.アド
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